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す
。
こ
れ
ら
の
行
為
が
暴
力
で
す
。「
別

の
番
組
を
見
た
い
」
と
言
っ
た
だ
け
で

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
れ
ば
そ
の
人
は
も
う

言
わ
な
く
な
り
ま
す
。
言
わ
な
い
方
が

安
全
で
あ
る
と
学
ぶ
の
で
す
。そ
う
や
っ

て
支
配
が
強
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
意

見
の
差
が
危
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る
関

係
性
は
健
全
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

世
の
中
で
☆
さ
ん
た
ち
は
弱
い
人
、

自
分
の
意
見
が
言
え
な
い
人
、
優
柔
不

断
な
人
、
と
い
う
見
方
を
さ
れ
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
☆
さ
ん
が
弱
い
か
ら
で
は

な
く
、
暴
力
を
ふ
る
う
Ｂ
さ
ん
が
存
在

す
る
か
ら
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
が
発
生

す
る
の
で
す
。
例
え
ば
こ
の
会
場
で
私

だ
け
が
銃
を
持
っ
て
い
た
ら
皆
さ
ん
は

私
の
言
う
こ
と
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
別
に
弱
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

暴
力
は
相
手
を
支
配
す
る
と
き
に
最
も

簡
単
で
効
果
的
な
方
法
な
の
で
す
。

暴
力
を
正
当
化
す
る
理
由
は
な
い

　

で
は
、
Ｂ
さ
ん
は
ど
う
い
う
人
た
ち

か
。
多
く
は
二
面
性
を
持
ち
、
特
定
の

人
た
ち
の
前
で
は
素
晴
ら
し
く
い
い
人

で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
Ｂ
さ
ん
が
例

え
ば
「
彼
女
を
殴
っ
た
の
は
悪
い
し
反

省
し
て
い
る
。
で
も
彼
女
が
ま
た
遅
刻

を
し
て
き
た
の
で
、
つ
い
カ
ッ
と
し
て
」

と
言
っ
た
と
し
ま
す
。
多
く
の
人
は
暴

力
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
遅
刻

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」を
知
る

こ
と
で
す
。
そ
の
よ
う
な
関
係
性
の
中

で
は
、
パ
ワ
ー
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必

ず
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

パ
ワ
ー
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

そ
し
て
暴
力

　

二
人
の
関
係
性
が
健
全
で
あ
れ
ば
、

そ
こ
に
は
３
つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
対
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ど
ち
ら
が
偉
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
２
つ
目
は
お
互
い
が
尊
重
し
合

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
人
の
人
だ
け

が
尊
重
さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
つ
目
は
そ
の
関
係
性
が
安
全
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
安
全
で
な
い
関
係

性
は
、
親
子
で
あ
ろ
う
と
、
仲
間
で
あ

ろ
う
と
不
健
全
で
す
。

　

で
は
、
不
健
全
な
関
係
性
の
中
で
、

こ
の
３
つ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
パ

ワ
ー
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
視
点
で

被
害
者
を「
☆ほ

し

さ
ん
」と
呼
ぶ

　

こ
ん
に
ち
は
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
中

島
で
す
。

　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
で
は
被
害
者
と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
被
害
者
と

呼
ば
れ
て
力
を
感
じ
ら
れ
る
人
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
は
被
害

者
で
は
な
く
自
ら
輝
け
る
力
を
持
っ
て

い
る
人
と
し
て
「
☆ほ
し

さ
ん
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
加
害
者
の
こ
と
は
英
語
で
バ

タ
ラ
ー
（batterer

）
と
い
う
言
葉
が

あ
り
、
頭
文
字
を
取
っ
て
「
Ｂ
さ
ん
」

と
呼
び
ま
す
。

　

今
日
の
テ
ー
マ
は
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
で
す

が
、
基
本
的
な
部
分
は
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に

限
定
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
い
じ
め

や
虐
待
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
に
も
関
連
す

る
と
こ
ろ
が
多
い
と
捉
え
て
く
だ
さ
い
。

共
通
点
は
人
が
人
を
傷
つ
け
る
と
い
う

見
て
い
き
ま
す
。
パ
ワ
ー
は
力
、
権
力

の
差
で
す
。
不
健
全
な
関
係
性
で
は
パ

ワ
ー
は
対
等
で
な
く
上
下
関
係
に
あ
り

Ｂ
さ
ん
が
偉
い
、
☆
さ
ん
が
偉
く
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
間
に

あ
る
の
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
支
配
で
す
。

　

例
え
ば
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

と
す
る
と
、
リ
モ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る

の
は
Ｂ
さ
ん
で
、
好
き
な
と
き
に
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
替
え
好
き
な
と
き
に
消
し
ま

す
。
相
手
を
尊
重
し
ま
せ
ん
。
健
全
な

関
係
性
で
は
、「
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
替
え
て

い
い
？
」
と
尋
ね
た
り
し
ま
す
。
尊
重

が
現
れ
る
瞬
間
で
す
。
意
見
の
差
が
生

じ
て
も
、
譲
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

け
れ
ど
も
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
が
あ
る
家
の
中

で
は
、他
の
人
が「
別
の
番
組
を
見
た
い
」

と
言
っ
た
ら
、
Ｂ
さ
ん
が
リ
モ
コ
ン
を

投
げ
つ
け
る
、
怒
鳴
る
、
殴
る
、
無
視

す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
り
得
ま

婚
姻
関
係
に
な
い
恋
人
同
士
の
間
に
起
こ
る
暴
力
を
デ
ー
ト
D
V
と
い
い
ま
す
。

「
ブ
ー
ケ
21
」
で
は
、
11
月
22
日
（
土
）
に
N
P
O
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
代
表 

中
島
幸
子
さ
ん

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
聖
路
加
国
際
大
学
に
お
い
て
デ
ー
ト
D
V
防
止
啓
発
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
学
生
を
中
心
に
1
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ー
ト
D
V
防
止
啓
発
講
座
　
in 

聖
路
加
国
際
大
学
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も
1
つ
の
問
題
と
捉
え
ま
す
。
で
も
ど

ん
な
問
題
も
暴
力
以
外
の
解
決
手
段
が

必
ず
あ
り
ま
す
。
相
手
に
も
非
が
あ
る

と
話
し
た
と
き
に
「
そ
れ
は
別
の
問
題

で
す
、
暴
力
以
外
の
解
決
手
段
が
な
か
っ

た
の
で
す
か
」
と
言
え
る
対
応
が
必
要

な
の
で
す
。
Ｂ
さ
ん
の
「
仕
方
な
く
殴
っ

た
」「
お
前
が
俺
を
怒
ら
せ
た
」
と
い
う

セ
リ
フ
も
言
い
訳
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

暴
力
を
正
当
化
す
る
理
由
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
徹
底
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
も
虐
待
も
解
決
し
て
い
き

ま
せ
ん
。

暴
力
の
形

　

次
に
暴
力
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
こ

で
は
5
つ
に
分
け
て
お
話
し
ま
す
。
最

初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
身
体
的
暴
力
だ

と
思
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
ほ
と
ん
ど
が
命
に
関
わ
る
身
体

的
暴
力
だ
か
ら
で
す
。
で
も
そ
れ
は
氷

山
の
一
角
で
、
殴
る
蹴
る
だ
け
で
な
く
、

食
べ
物
や
飲
み
物
を
渡
さ
な
い
、
眠
ら

せ
な
い
、
監
禁
す
る
な
ど
、
傷
跡
が
見

え
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

性
暴
力
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
デ
ー
ト

D
V
で
の
性
暴
力
は
見
知
ら
ぬ
人
か
ら

中島幸子さん（なかじまさちこ）　
NPO法人レジリエンス代表。ソーシャルワーカー、米国法学博士、大学非常勤講師。
DV被害の経験がきっかけとなり勉強を始め、2003年に女性のための「こころのcare講座」
をスタート、同年「レジリエンス」結成。同年、米国ソーシャルワーク修士号取得。各地
で毎年数多くの講演を行う。主な著書に「マイ・レジリエンス－トラウマとともに生きる」
（梨の木舎、2013年）、「傷ついたあなたへ〈1〉〈2〉」（梨の木舎、2005、2010）などがある。

N
P
O
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
代
表

中
島
幸
子
さ
ん
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＊「その他」を省いています資料：「若年層における交際相手からの暴力に関する調査報告書」（東京都生活文化局 平成25年2月）

図表1　被害経験の有無（暴力の種別）（性別）
　暴力の種別ごとに被害経験の有無をみると、いずれも女性が
男性を上回っています。

図表3　別れなかった理由
 （「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」人、性別）

　男女ともに「暴
力は嫌だけど、
いいところもある
と思ったから」が
最も多くなってい
ます。男性は「相
手には自分が必
要だと思ったか
ら」も2割を超え
ています。

暴力の種別ごとの行為は次のとおりです。
身体的暴力：「殴ったり、蹴ったりする」「物を投
げつける」
精神的暴力：「殴るふりをして、脅す」「何を言っ
ても長時間無視し続ける」「人と会うことや外出
などの行動を制限する」「交友関係や電話・メー
ルを細かくチェックする」「デートの費用を無理
やり払わせたり、お金をせびる」「大声でどなっ
たり、ばかにしたり、傷つく言葉を言う」
性的暴力：「嫌がっているのに性的な行為を強要
する」「見たくないのに、ポルノビデオやポル
ノ雑誌を見せる」
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の
レ
イ
プ
な
ど
と
は
違
い
ま
す
。
付
き

合
っ
て
い
る
彼
の
家
に
行
き
そ
こ
で
襲
わ

れ
た
と
し
て
も
、
世
の
中
で
は
性
暴
力
、

性
犯
罪
と
は
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
自

分
が
傷
つ
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
傷

つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
暴
力
を
ふ

る
わ
れ
た
か
ら
で
す
。
私
の
体
は
私
の

も
の
で
あ
り
、
付
き
合
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
相
手
の
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
避
妊

に
協
力
し
な
い
と
い
う
の
も
性
暴
力
の

1
つ
で
す
。

　

経
済
的
暴
力
と
い
う
の
は
、
デ
ー
ト

代
を
い
つ
も
支
払
わ
さ
れ
る
、
バ
イ
ト
代

を
巻
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
も
う
1
つ
お
金
に
対
し
て
の
激
し

い
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
買
い
物
に
つ

い
て
常
に
激
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
い

る
と
、
☆
さ
ん
は
何
か
を
買
お
う
と
思
っ

た
瞬
間
、「（
相
手
に
）
何
も
言
わ
れ
な

い
か
な
、
大
丈
夫
か
な
」
と
安
全
性
を

は
か
り
ま
す
。
Ｂ
さ
ん
が
そ
ば
に
い
な

く
て
も
支
配
を
感
じ
続
け
る
の
で
す
。

　

精
神
的
暴
力
と
い
う
の
は
、
傷
跡
が

心
に
残
り
ま
す
。
恐
怖
や
支
配
、
束
縛
、

無
視
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

最
近
で
は
デ
ジ
タ
ル
暴
力
が
あ
り
ま

す
。
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
や
G
P
S

機
能
を
利
用
し
た
監
視
な
ど
で
す
。
ま

図表2　被害を受けた際の対応（被害経験のある人、性別）
　男性は「別れたい（別れよう）とは思わなかった」が最も多く、
女性は「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」が最も
多くなっています。
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♥
　中島さんのお話を伺っている間、私は何度も
ドキッとする瞬間がありました。中島さんのおっ
しゃる、☆さんに心当たりがあったからです。
　私の母は身体的な暴力を受けてはいません
でしたが、いつも父の顔色をうかがい、どん
なに父が身勝手にふるまっていても“惚れた
弱み”として黙認していました。当時私は幼く、
母に対して「なぜ離れないのか、別れればい
いじゃないか。」と思っていました。中島さん
のお話を伺ってから、母に対して何かもっと
できたのではないかと思わずにいられません。
　私は今大学生として、看護を学んでいます。
将来、たくさんの患者さんに関わり、その中
にも☆さんはきっといることでしょう。母に
はできなかった、寄り添って話を聞くことや、
「あなたが弱いのではないよ。私はあなたの力
にいつでもなれるよ。」と、☆さんたちに伝え
ることができたらと考えています。特に私は
今、若い世代への性教育に興味があり、性教
育と同時に、パートナーを尊重し合うことの
大切さも伝えられたらと思いました。
　お話を伺って、DVについてもっと皆が関
心を持ち、正しい理解が必要だと感じました。
私が今できることは何か考えています。この
ような考える機会を与えてくださって、中島
さんには大変感謝、感激しております。（ YY）

♥
　DVの被害者にとっても、被害者を支える
べき将来の看護職としても、非常に分かりや
すく、DVを身近な問題として捉えることがで
きた講義でした。「この（講義を聴いている学
生の）中に、心の傷を抱えた人がいることを
前提として話しています」と、中島先生が講
義の前半で前置きをしていらっしゃったこと
が印象的でした。被害者である人は自分の傷
と向き合い、被害者である自分にまだ気づけ
ていない人は胸の引っかかりを見つめなおし、
被害者を救いたいと考えている人は自分のす
ぐ隣にその人がいるかもしれないということ
に気付くきっかけを得ることができたと思い
ます。
　DVについて授業で学んでいても、実際にど
のようなことが起きているのかを具体的に想
像できない学生が多くいると思います。誰も
が DVの被害者になる可能性があること、被
害者に非はないこと、自分が被害者であるこ
とを自分で受け入れること・人に打ち明ける
ことがとても大変であることを、中島先生の
言葉を通じて明確なイメージとしてつかむこ
とができ、とても勉強になりました。
　被害者の方を支える存在となれるよう、自分
自身も健全な関係を築くことができるよう、今
後に生かしていきたいと思います。（MH）

♥
　DVを学ぶ機会は過去に2回ありましたが、当
事者の方の講義を聞くのは初めてでした。
　DVは健全なパートナーシップが崩れたとき
に起こる、というお話がありましたが、それ
が DVであるかどうかは暴力を受けた側の主
観に左右される（本人が DVだと気付かない
場合がある）こと、暴力を受けた側は「自分
のせいで相手を怒らせた」と特有の感情を持
つ可能性があることの2点から、自分が考えて
いる以上に DVは潜在化しやすい問題なのだ
と感じました。
　近年はデジタル暴力など暴力の範囲が広ま
り、自分がいつ DVを受ける側になるかもわ
からないという状況の中で、自分の感情を大
切にする（自分が「嫌だ」「変だ」と思う感情
を押し殺さない）こと、そして少しでも「嫌だ」
「変だ」と自分が感じるあるいは周りにそうい
う人がいたら、一人で抱え込むのではなく支
援機関に相談してつなげることの2点が、自身
または DVを受けた人を守るために必要な心
構えではないかと思います。
　最後に、将来助産師を目指していますが、
出産体験が DVの体験をフラッシュバックさ
せる可能性もあるというお話も聞いたので、
助産師としてどんなアプローチができるのか、
近いうちに学びたいと思います。（ YH）
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支配があるかのチェックリスト

♥
　「DVによって傷ついた方に対して『被害者』
という言葉は使いません。DV によって傷ついた
人は“可哀想な人”ではなく、本来その方が持っ
ている力で自ら輝いていける存在であるため『☆
（ほし）さん』と私たちは呼んでいます。」という
中島さんの言葉を聞いて、私は自分がDVにつ
いて誤った考え方をしていることが分かった。
　私はこれまでDVについて深く考えたことは
なかった。自分にとっては遠い話のことであっ
てほしい、と心のどこかで思っていたのかもし
れない。中島さんのお話を聞いて、☆さんの
置かれた状況を想像したときは正直に言って
ショックを受けた。しかし、DVは誰にとっても
身近なことであり、☆さん自身がDVを受けや
すいような特性を持っているわけではなく誰も
が☆さんになり得ることが分かった。また、☆
さんが安全に暮らすためには周囲の人の存在が
重要であり、☆さんの思いを受け止め、境界線
を引きながらも理解や共感を通してサポートを
すること、また☆さんを相談できる専門機関に
繋げることが重要であることを学んだ。
　DVについて、今後も知ることを止めずにい
たい。社会で起こっている出来事に対し、もっ
と関心を持って過ごしたいと今回の講義を通
して思った。（ RY）

♥
　私は現在助産師を目指して大学院に通ってお
り、講義でDVについて学んだことがきっかけ
で、今回の講義に興味を持ち参加しました。実
際にDVを受けた方の生の声を聴くことができ、
たくさんの学びを得ることができました。
　中島さんのお話のなかで最も印象に残った
のは、「 DVを受ける人は決して弱いわけでは
ない」という言葉でした。その言葉を聞いた
ときに、私はそれまで DVをする方だけでな
くされる方にも問題がある、という身勝手な
思い込みを持っていたことに気が付きました。
「もし、突然私が銃を出してあなたに突きつけ
たら、あなたは私の言うことを聞くでしょう」
という中島さんの話を聞き、まさにその通り
であると痛感しました。DVは決して他人事で
はなく、誰にでも起こりうる身近なものであ
ることがとてもよく分かりました。
　また、DVは恋人間や配偶者間だけではなく、
親子間などさまざまな対人関係の中に生じる
ものだということも知りました。将来、妊産
婦やその家族と関わるなかで、助産師として
どんなケアができるのか、どうしたら DVを
未然に防ぐことができるのかについて考えさ
せられました。大変貴重なお話ありがとうご
ざいました。（ S）

♥
　これまでニュースなどでDVや暴力の事件を
目にした際、「暴力をふるう方が絶対的に悪いが、
被害者にもどこか落ち度があったのだろう」と
思う自分がいました。しかし「問題の解決方法
として暴力以外の手段は必ずある」との言葉に、
このような考え方は不適切であると反省しまし
た。「仕方なく暴力を使った」などという言い訳
が成立するわけもなく、暴力を正当化する理由
は存在しないのだと痛切に感じました。
　新たに学んだことは、「誰にでも被害者・加
害者になる可能性がある」ということです。
自分が意図していなくても自分の行動・言動・
態度によって相手が傷ついていれば、それは
立派な暴力であり自分は加害者となります。
逆に相手によって傷ついたと感じたときは、
被害者となります。
　「暴力」「被害者・加害者」と聞くと、どこか
自分とは関係のないことのように感じますが、
本講義でのさまざまな事例を通して、このよう
なことは日常生活における他者との関係の中に
普通に存在しているのだと学びました。デート
DVなどの問題は身近に存在していると学んだ
今、他者と健全な関係性を築ける、また、当事
者に出会ったときには手を差し伸べられる人間
になりたいと思いました。（O）

デートDVの講座を聞いて̶受講者の感想　
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口

相
談
で
き
ず
に
、
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
無
料・秘
密
厳
守

目に見えない支配や権力がある関係かどうかをチェックしてみましょう。
チェックリストにいくつかあてはまる場合は、力の差があり、相手からコ
ントロールされている関係の可能性があります。

□ パートナーの言うことは絶対だ
□ 自分の希望をパートナーに伝えるのはとてもエネルギーがいる
□ パートナーが帰ってくると緊張する
□ パートナーを恐れている
□ パートナーがいる前で電話をしたくない
□ パートナーを待たせることはできないと思っている
□ 自分がどう感じるかよりもパートナーが怒らないかが基準になっている
□ 予定より遅く帰るなんてできないと思っている
□ パートナーの言動に意見できないと思っている
□ たとえ間違っていると思っても、パートナーに同調しなくてはならない
□ パートナーに自分の本音は絶対に言えない
□ パートナーが怒りだすと、なんとかなだめようとしてしまう
□ パートナーが機嫌が良い状態であるためにはどんなことでもすると思う
□  どんなに自分が楽しんでいてもパートナーの機嫌が悪くなるともう楽し
むことはできない

□ パートナーのセックスの要求は断れないと感じている
□ 自分のほしいものでもパートナーが良い顔をしなければ買えない
□ 子どもがパートナーの気に入らないことをするとすごくあせる
□ パートナーについたうそがばれるのが怖くてしょうがない

『傷ついたあなたへ～わたしがわたしを大切にすること～』
レジリエンス著（梨の木舎）より一部抜粋
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中央区の相談窓口
●「ブーケ21」女性相談（女性センター）　
　☎ 03-5543-0653
面談相談（予約制）
毎月第1・5水曜日、第4火曜日 10時～16時
毎月第2火曜日、第3水曜日 15時30分～20時30分
※祝日・年末年始を除く　※託児付（要予約）

電話相談（予約不要） 
毎週月曜日 10時～16時　
※祝日・年末年始を除く

●女性相談（子育て支援課）　☎ 03-3546-5350　
土日・祝日・年末年始を除く毎日　9時～17時

他の相談窓口
●東京ウィメンズプラザ
女性用 ☎ 03-5467-2455　
 年末年始を除く毎日　9時～ 21時
男性用 ☎ 03-3400-5313　
 毎週月曜日・水曜日　17時～ 20時
 ※祝日・年始年末を除く

●東京都女性相談センター　☎ 03-5261-3110　
土日・祝日・年末年始を除く毎日　9時～20時　

●警視庁総合相談センター　
　☎ 03-3501-0110 または ♯9110
土日・祝日・年末年始を除く毎日　
8時30分～17時15分

●全国共通 DVホットライン　  0120-956-080
　日・祝日・年末年始を除く毎日　10時～ 15時

夜間・緊急
●警察（事件発生時）　☎ 110番（24時間）
●東京都女性相談センター　
　☎ 03-5261-3911（夜間・休日のみ）


